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へ埼労連職場訪問で第２かわせみ
毎年恒例の埼労連女性部の職場訪問は、県内の職場施

設や工場を見学し、違った職種の方のお話が聞けると好

評です。今年は、日高市にある社会福祉サービス事業所

「第２かわせみ」におじゃましました。

埼教組からは１１人が参加。他にも、埼高教、自治労

連、コープネット労組の組合員が参加しました。

やっぱり問題自立支援法
「第２かわせみ」には、現在、１９歳から６４歳までの２

２名の仲間が通ってきています。自立を目指して、共同生活

の場も提供しています。職員は、全部で１１名ですが、経営

上パート職員を入れざるをえません。入所者の手取りは１万

円、ボーナスを出すのは難しいそうです。ミーティングボー

「 」 。ドに ボーナスを出すにはどうしたらいいか とありました

自立支援法の施行で、利用料や給食費を支払わなければなら

なくなり、通所回数を減らす人もいます。

「第２かわせみ」では、お菓子や、石けん、染め物、竹炭

製品などを作っています。その他に 「かわせみ」で農業や、

リサイクル、物品販売などもしています。国は自立支援法で

就労・自立を求めていますが、一般就労するのはやはり難し

く、通所しながらケアハウスなどでパートで働いています。

入所者の気持ちが理解できるので働きやすいのでしょう。

あったかい職場です
施設見学のあと、福祉保育労の組合員の方々と交流し

ました。体力勝負の職場で、今も腰を痛めていると言っ

ていました。通所の仲間がいるときには事務作業ができ

ないので残業することになります。つい先日、働き盛り

の方が突然亡くなりましたが、残念ながら労災認定はさ

れなかったそうです。

うれしいことは、通所している仲間が純粋で反応して

くれることです 「あったかい職場です」という一言に、。

労働組合があって信頼し合える職場であることがよく分

かりました。自立支援法をなくし、事業所が安心して通

える場所になることが願いです。

産休・育休 第一号
「第２かわせみ」で初めて産休・育休をとったと言う

方のお話も聞きました。前例を作るためにとがんばり、

今は、朝３０分遅く出勤し、土日の行事は免除されてい

ます。母親のサポートがあるから続けられると言ってい

ましたが、その姿勢は若い職員たちを励ましていると思

。 、います ひとりひとりの仲間を大切にする職場の姿勢が

働く職員も大切にする環境を生んでいるのでしょう。

最近仕事を始めたばかりという方も「仲間と助け合っ

ているところが健常者と違う。私が仲間に元気をもらっ

ている」と話してくれました。

見学の最後はお買い物タイム
リサイクルは、アルミ缶を定期的に集めるなど地域の支え

がなければできません。民生委員さんなどに協力をお願いし

ています。学校でのアルミ缶回収とは競合してしまいます。

このような施設への支援にしたいものです。

私たちができることは何かということも話題になりまし

た。ボランティアも、何の経験もなければかえって足手まと

。 、 。いです しかし 作業所でできた製品を買うことなら大得意

この日も、できたてのコーヒーゼリーやクッキー、野菜、Ｔ

シャツなど、たくさん買いました。

「かわせみ」では、近くの学校等には定期的に物品販売を

しているそうですが、わたしたちも集会などで販売をするな

ど、他の同様な施設の支援ができればいいですね。

職場訪問後、川越に場所を移して、埼高教、自治労連の方

も交えて、昼食をとりながら交流しました。

働く人たちは

誰も真剣です

職員の方の話を

メモを取りながら

熱心に聞く参加者

出来上がった製品の

販売コーナー

目移りしてしまいます

平和な未来を子どもたちに！
駅頭宣伝続けています

埼労連女性部は１年前から毎月駅頭宣伝をしてい

ます。５月は大宮駅、６月は谷塚駅、７月は蕨駅、

８月は南浦和駅でした。どの駅にも埼教組女性部

が１０人前後参加し、署名をお願いしたり、チラ

シを手渡したり、横断幕を持ったりしています。

４月からは土建主婦の会にも参加を呼びかけ、ど

んどんにぎやかになってきています。

９月９日（火）北朝霞駅、１０月９日（木）次は、

他の駅でも行動しています。学校近川口駅です。

くの駅や帰り道の駅で参加してはどうでしょう。

ピースチャレンジャーももう一息。一人でも多く

の人に平和の思いを伝えましょう。




